
野生鳥獣による農作物被害対策担当者研修 初級編第１回「イノシシ・シカ編」 

 

１ 日 時  令和２年８月４日（火） 午後１時から午後４時まで 
２ 会 場  茨城県農業総合センター ２階 大研修室 
３ 参加者  27 名（市町村職員，関係機関（JA 等）職員，県職員など） 
４ 内 容 

座学の部では，イノシシ・シカの生態や生息状況，効果的な農作物被害防止対策について学びま

した。実習の部では，講師指導の下，実際に対策資材を用いながら，電気柵の設置や足くくりわな

について学ぶ実習を行いました。 
 イノシシ・シカの生態や対策など基本的な知識から，実際の対策現場で必要な技術までを学ぶこ

とができる研修となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

受講生の声（抜粋） 

・電気柵の設置について理解していなかったので，非常に勉強になった。 
・どのような生物の被害があり，それに対して必要な対策は何かなど，勉強していくことがたくさ

んあるので，今後も学び続けたいと思った。 
 
講師からのコメント 

 正しい知識をもって被害防除，そして捕獲を行うことが重要。捕獲で大切なことは「取り逃がさ

ない」こと。また，電気柵の設置で重要なことは，設置指導と維持管理。電気柵は設置して終わり

ではなく，有効に機能させるためには適切な維持管理を行う必要がある。 

座学研修の様子① 座学研修の様子② 
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